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「さきたまめ」（行田在来えだまめ）とは

行
田
豆
吉
ク
ラ
ブ
と

「
さ
き
た
ま
め
」を
紹
介
し
ま
す
！

　古くから行田地域のあぜ道等で栽培されてい
た大豆の在来品種で、通常の大豆より青みが
かっているのが特徴です。マメ特有の香りが高
く、濃厚で個性的な食味が高く評価され脚光を
浴びています。
　この在来種である大豆は「倒れやすい」「収
穫しづらい」と、栽培しづらいことから昭和
50年代には殆ど姿を消してしまいました。近
年、行田在来青大豆が高く評価され、行田豆吉
クラブ、行田市内の農家、埼玉県、行田市が協
力し、再び栽培されるようになりました。

　「さきたまめ」は、令和４年まで「行
田在来えだまめ」の名で流通していまし
た。全国展開できる農産物にするため、
行田市と同クラブが協議して「さきたま
め」に改名しました。
　令和５年10月４日に、行田市役所を
訪れ行田邦子市長に「さきたまめ」新
パッケージの報告をしました。

写真：江口克

新パッケージの「さきたまめ」　「写真：江口克」

左から村田副代表、小松代表、行田市長
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行田豆吉クラブについて小松裕幸代表に伺いました！

「さきたまめ」を手にする行田市長と行田豆吉クラブのメンバー

　行田豆吉クラブは、平成25年に設立し、現在７人の会員が合計２
㌶で「さきたまめ」を栽培しています。
　収穫時期は９月下旬から10月中旬までで、令和６年度は、５㌧の
出荷量を目指します。
　「さきたまめ」は茹でた瞬間に広がる芳醇な香りと、口いっぱいに
広がる濃いコクが特徴です。
　行田市内で代々受け継がれてきた「さきたまめ」（行田在来えだま
め）を多くの人に知ってもらい、味わってもらいたいという気持ちで
育てています。
　令和６年産の「さきたまめ」は、ＪＡ行田農産物
直売所や埼玉県内イオンやスーパー等で10月上旬か
ら20日頃まで販売予定です。

「さきたまめ」を手にする小松代表

作業風景　「写真：江口克」

枝と豆を分ける様子

左から
田代直也副代表、田島宏晃さん [ ㈲ジャパンアグリフーズ社員 ]、村田清治副代表、小松裕幸代表、行田邦子市長、
江森秀敏さん、関和英之さん [ ㈲ジャパンアグリフーズ代表 ]、藤巻達弥さん、木元正幸さん

「写真：江口克」

枝豆を選別機にかける様子 選別した枝豆を確認する様子
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今
年
は
６
月
・
７
月
に
か
け
て

日
平
均
気
温
が
平
年
よ
り
高
い
日

が
多
く
、
早
植
栽
培
で
は
出
穂
が

平
年
よ
り
５
日
程
度
早
ま
っ
て
い

ま
す
。
８
月
以
降
も
こ
の
傾
向
が

続
く
と
、
高
温
の
影
響
に
よ
り
登

熟
が
進
み
、
平
年
よ
り
収
穫
適
期

が
早
ま
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

い
つ
も
よ
り
早
め
に
穂
の
状
態

を
確
認
し
、
適
期
収
穫
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

一 

水
管
理

⑴
登
熟
期
の
水
管
理
と
台
風
対
策

　

出
穂
後
７
日
間
は
深
水
と
し
、

以
降
は
湛
水
と
落
水
を
３
～
４
日

間
で
切
り
替
え
る
間
断
か
ん
水
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
土
壌
に
酸
素
が

入
る
こ
と
で
根
の
活
力
が
維
持
で

き
ま
す
。

　

台
風
接
近
前
に
は
、
強
風
に
よ

る
倒
伏
等
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

深
水
と
し
、
通
過
後
に
冠
水
し
た

場
合
は
速
や
か
に
排
水
し
ま
し
ょ

う
。
た
だ
し
、
台
風
通
過
後
に
乾

い
た
強
風
が
吹
い
た
場
合
は
、
風

が
収
ま
る
ま
で
は
湛
水
状
態
を
保

ち
ま
し
ょ
う
。

⑵
落
水

　

早
期
落
水
は
登
熟
を
阻
害
し
、

白
未
熟
粒
発
生
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
最
低
で
も
出
穂
後
30
日
間
は

土
壌
水
分
を
保
ち
、
完
全
落
水
は

収
穫
の
10
日
～
２
週
間
前
か
ら
と

し
ま
し
ょ
う
。

二 
収
穫
の
タ
イ
ミ
ン
グ

　

表
１
を
参
考
に
収
穫
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
見
極
め
ま
し
ょ
う
。

⑴
登
熟
積
算
気
温

　

出
穂
か
ら
の
登
熟
積
算
気
温

は
品
種
に
よ
っ
て
多
少
異
な
り

ま
す
が
、
お
よ
そ
9
0
0
℃
～

1
1
0
0
℃
で
す
。
県
育
成
の
彩

の
き
ず
な
の
登
熟
積
算
気
温
は

9
0
0
℃
～
1
2
0
0
℃
と
幅

広
い
で
す
が
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
は

9
5
0
℃
～
1
1
5
0
℃
と
幅
が

狭
く
、
登
熟
後
半
の
枯
上
が
り
が

比
較
的
早
い
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。

⑵
籾
水
分

　

目
標
の
登
熟
積
算
気
温
に
達

し
、
立
毛
で
の
籾
水
分
が
25
％
以

下
に
低
下
し
た
ら
収
穫
適
期
で
す
。

20
％
以
下
に
な
る
と
過
乾
燥
粒
が

増
加
し
、
胴
割
米
の
増
加
や
食
味

の
低
下
を
招
き
ま
す
の
で
、
25
～

20
％
の
間
で
刈
り
取
り
を
始
め
ま

し
ょ
う
。

⑶
帯
緑
籾
歩
合

　

一
つ
の
穂
の
う
ち
、
わ
ず
か
で

も
緑
が
残
っ
た
籾
の
割
合
を
帯
緑

籾
歩
合
と
い
い
ま
す
。
県
育
成
の

彩
の
か
が
や
き
と
彩
の
き
ず
な
は
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
と
比
較
す
る
と
収
穫

適
期
の
帯
緑
籾
歩
合
が
高
い
傾
向

と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
高
温

年
の
彩
の
か
が
や
き
は
、
帯
緑
籾

歩
合
90
％
で
も
見
た
目
以
上
に
籾

内
部
の
登
熟
が
進
ん
で
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
登

熟
積
算
気
温
と
籾
水
分
が
目
標
に

達
し
た
ら
、
帯
緑
籾
歩
合
が
多
少

高
く
て
も
刈
り
取
り
を
始
め
ま

し
ょ
う
。

三 

適
切
な
乾
燥
・
調
整
作
業

　

水
分
差
の
大
き
い
籾
を
混
合
す

る
と
乾
燥
ム
ラ
に
な
り
ま
す
の
で
、

可
能
な
限
り
別
々
に
乾
燥
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
高
水
分
籾
の
急

速
な
乾
燥
は
、
胴
割
米
の
発
生
を

招
き
ま
す
。
張
り
込
み
直
後
は
通

風
乾
燥
を
行
い
、
穀
粒
水
分
が

20
％
程
度
に
低
下
し
た
ら
、
送
風

温
度
40
℃
程
度
の
熱
風
乾
燥
と
し
、

適
正
水
分
14
・
5
％
～
15
・
0
％

ま
で
仕
上
げ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
籾
の
張
り
込
み
量
が
少

な
い
場
合
、
循
環
速
度
が
速
ま
り

胴
割
れ
を
起
こ
し
や
す
く
な
る
た

め
、
乾
燥
は
必
ず
適
切
な
張
り
込

み
量
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

四 

次
作
の
準
備

　

収
穫
後
は
す
み
や
か
に
秋
耕
を

行
い
、
刈
り
株
や
稲
わ
ら
を
す
き

こ
む
こ
と
で
、
以
下
の
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。
①
イ
ネ
カ
メ
ム
シ

の
越
冬
場
所
と
な
る
「
ひ
こ
ば

え
」
の
発
生
を
防
ぐ
。
②
地
温
の

高
い
10
月
下
旬
ま
で
の
秋
耕
に
よ

り
、
有
機
物
の
分
解
が
促
進
さ
れ
、

翌
年
の
ガ
ス
わ
き
が
軽
減
で
き
る
。

③
台
風
や
爆
弾
低
気
圧
の
影
響
に

よ
る
、
稲
わ
ら
の
ほ
場
外
へ
の
流

出
被
害
を
防
ぐ
。
④
ク
ロ
グ
ワ
イ

や
オ
モ
ダ
カ
等
の
難
防
除
雑
草
の

塊
茎
を
表
面
に
露
出
さ
せ
、
冬
場

の
寒
さ
や
乾
燥
で
死
滅
さ
せ
る
。

水
稲
登
熟
期
の
水
管
理
＆

　
　

刈
り
遅
れ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

一
方
で
、
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ

イ
（
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
）
が
多
発

し
て
い
る
ほ
場
は
、
耕
う
ん
の
順

番
を
最
後
に
回
す
か
、
耕
転
後
の

機
械
清
掃
を
徹
底
し
、
貝
の
移
動

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
時

速
１
㎞
以
下
を
目
安
に
低
速
で
、

P
T
O
の
回
転
速
度
を
高
く
設
定

し
て
収
穫
後
１
回
目
の
耕
う
ん
を

行
う
こ
と
で
、
貝
を
粉
砕
す
る
効

果
も
期
待
で
き
ま
す
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
支
援
部

☎
０
４
８
０
（
61
）
３
９
１
１

図1 帯緑籾歩合20％の穂の模式図
※穂についている籾のうち、緑色が残ってい

る籾が20％→帯緑籾歩合20％
※わずかでも緑色の部分が残っていれば帯緑

色籾です

表１　品種別収穫適期の目安

品種 作型 登熟積算気温
（℃）

帯緑籾歩合
（%）

出穂後日数
（日）

コシヒカリ ４月～５月植 950～1,150 15～10 34～42

彩のきずな
５月植 900～1,200 50～10 32～44
６月植 900～1,100 40～15 35～44

彩のかがやき
５月植 910～1,100 90～45 34～４３
６月植 1,010～1,250 55～25 42～55

注1）登熟積算気温とは、出穂期以降の日々の日平均気温の合計のこと。
注2）帯緑籾歩合とは、籾を一粒ずつ丁寧に見て少しでも緑が残る籾の割合のこと。
注3）出穂期とは、ほ場全体で全ての穂の40～50％が少しでも頭を出した日のこと。
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行田農産物直売所 ☎048（556）2203・水曜定休
羽生農産物直売所 ☎048（563）4609・水曜定休
加須農産物直売所 ☎0480（61）3044・火曜定休
騎西農産物直売所 ☎0480（73）6776・火曜定休
北川辺農産物直売所 ☎0280（62）3636・水曜定休

※ キャンペーン期間中は、土日割引と平日のポイント付与の併用はございません。

5㌔以上(5㌔単位)お買い上げで

20％増量中

購入例　  5㌔購入で　1㌔増量
　　　　10㌔購入で　2㌔増量

※６～9㌔購入の場合　1㌔増量

キャンペーン期間
10月1日～
12月31日まで

家計応援 県産米増量
キャンぺーン！

※�在庫等の諸事情によりキャンぺーン期間は変更
　になる場合があります。

理
事
会
か
ら

７
月
29
日
の
議
案

①
ほ
く
さ
い
農
業
協
同
組
合
企
業

年
金
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
②
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
の
作

成
に
つ
い
て

③
役
員
賠
償
責
任
保
険
に
係
る
保

険
料
の
役
員
負
担
額
に
つ
い
て

④
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

⑤
羽
生
中
央
支
店
Ａ
Ｔ
Ｍ
ブ
ー
ス

工
事
に
つ
い
て

　

全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

税
務
法
律
相
談

10
月
7
日
に
本
店
で
開
催

は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
日
時
〉　

10
月
７
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

※
相
談
は
１
人
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
本
店

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店
資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

　秋の収穫の時期を迎え、今年もＪＡで米の食味
値の計測を行います。現在機械は老朽化の為、保
守点検を受けておりません。結果はあくまで参考
値としてご活用ください。
　ご希望の方は、袋や封筒に玄米200㌘を入れて、表に 
①銘柄 ②ご住所（市名からご記入ください） ③お名前をご
記入のうえ、各営農経済センター窓口にお申し出ください。

①銘柄
②ご住所③お名前
玄米200㌘

米の食味測定について

樹木の伐採・枝の剪定など
お任せ下さい！！

お申込・お問合せは
ＪＡほくさい営農経済センター窓口へ

　作業は埼玉県内の森林を伐採している熟練
作業員で構成する「NPO法人 森

も

林
り

の営み」
が行いますので安心・格安です！
　難しい伐採作業や抜根・整地作業なども特
殊技能を持つ作業員が全て対応できます。
　現地を拝見して、見積後にご納得いただい
た上で作業に取り掛かりますので安心してお
任せ下さい。

お見積りは、もちろん無料です！

作業前 作業後

事例　　施工場所：行田市内
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加　　須 騎　　西 北 川 辺 大 利 根
作業単位

作業名 11a以上 11a未満 10a当り 10a当り 10a当り

耕 耘 １ 回 目 7,623 8,228 6,600 9,350 9,350

耕 耘 ２ 回 目 5,082 5,687 5,280 5,390 5,390

代掻１回耕耘あと 15,246 16,940 9,240 16,500 16,500

代掻２回耕耘あと 8,833 10,164 7,920 11,990 11,990

田 植 え 8,833 10,164 8,250
10,010
11,990

（側条施肥）

10,010
１1,99０

（側条施肥）

育 苗
19,800

（コシヒカリ＋２,420）
10a当り18枚までとする
以後１箱増すごとに1,100

１枚　1,000 １枚
1,210

一切受託者もち
但し種子は別

1枚１,210

余 り 苗 １枚　5００ １枚　385

肥 料 散 布   ３,630
肥料代別途

２,2００（６０㎏まで）／１０a
60㎏以上は別途協議の

うえ肥料代別途
３,960 3,960

農 薬 散 布
乳剤　１,21０
粒剤　２,420
農薬代別途

２,2００
農薬代別途

動噴散布、１戸
５０a以上の受託
とし農薬は委託
者負担4,400

ドローン散布
除草剤　2,500
殺虫殺菌　2,500

水稲刈取
（カッター） 28,000 31,500

２2,０００
倒伏等作業困難な場合
に は 両 者 協 議 の う え
割増料金

29,480
32,120

（10a未満）

29,480
32,120

（10a未満）

水稲刈取（結束） 10a当り4,840割増 25,300

麦刈取（カッター） 18,700

籾 運 搬 生籾1㎏　5 2,200

玄米 麦運搬30㎏
玄米籾運搬30㎏　363

保冷庫搬納
１袋当り121割増

110 132

乾 燥 調 整 料 １㎏　４8 １㎏　３3 玄米
１㎏　４2

玄米
１㎏　４2

畦 塗 り １ｍ当り（片側）１21 片面１ｍ当り    ６6 50ｍ当り3,960 １ｍ当り １10

ロールベーラー 米　4,400
麦　5,500

稲わら結束
6,600

農業機械回送料 　605

麦の播種 種子のみ 5,500
施　　肥 7,150

そばの播種 ３,3００

そばの刈取 ８,8００

機械除草 １㎡　 　２2

※すべて参考価格です。（単位：円）
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行　　田 川　　里 羽　　生
作業単位

作業名 10a以上 10a未満 10a当り 10a以上 10a未満

耕 耘 １ 回 目 6,600 7,150 春作業 ５,83０ 6,600 7,150

耕 耘 ２ 回 目 4,400 4,950 春作業 5,5００ 4,4００ 5,170

代掻１回耕耘あと 8,250 9,350 9,460
（３回掻き）

8,250 9,350

代掻２回耕耘あと 7,150 8,250 7,150 8,250

田 植 え 7,700 8,800 9,680 7,700 8,800

育　　　　　苗 １枚　８8０ １枚　８8０
（播種のみ１枚440）

１枚　1,100（種子代含む）
苗運搬料　１箱　５5

肥 料 散 布 3,300
肥料代別途

2,200
肥料代別途

3,300
肥料代別途

農 薬 散 布
乳剤　１,1００
粒剤　２,2００
農薬代別途

２,2００
農薬代別途

乳剤　1,1００
粒剤　２,2００
農薬代別途

水稲刈取
（カッター）

22,０００ 24,2００

22,０００

１０ａ以上 １０ａ未満

※結束の場合３,０００割増
※倒伏の場合、両者協議

のうえ割増料金決定

水稲刈取
（ｶｯﾀｰ結束） 24,200 26,400

麦刈取
（ｶｯﾀｰ結束） 20,900 22,000

施肥播種

麦播

麦刈取
（カッター）

20,900 22,000

19,140
6,050 6,600

※結束の場合3,300割増
※ 倒伏の場合、両者協議

のうえ割増料金決定
麦播（マウントタイプドリルシーダー）

10,340 11,220

玄 米
麦運搬   30㎏ １1０ モアによる

雑草処理 6,600 7,150

乾 燥 調 整 料 出来高１㎏39（くず米含む） 米・麦　 １㎏ 　３7 できあがり１㎏当り４4（クズ米含む）

畦 塗 り １ｍ当り　88（片側） １ｍ当り　110（片側） １ｍ当り　88（片側）

ロールベーラー ５,5００

※これは、各地域の農作業料金を決定する機関によるものです
※すべて消費税10％込みの価格です（単位：円）

令和６年度 ほくさい管内地域別農作業料金一覧表
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　ＪＡ女性部騎西中央支部は７月18日に、騎西中央支店で、
「健康で風土に合った料理教室」と「焼肉のたれ作り」、「ホ
ウ酸団子作り」の研修会を行いました。参加者は18人。
　料理教室では、エーコープ「野菜と食べるタンメン」で、「シ
ーフード豆乳タンメン」を、エーコープ「飲む黒酢de黒糖
シークヮーサー」で「黒豆フルーツ寒天」を、エーコープ「ほ
められ酢」で「切干し大根のごまマヨサラダ」を作りました。
　藤井正子部長は「豆乳でタンメンを食べたのは初めてだっ
たが、美味しく栄養がとれるので、家族にも食べさせたい」
と話していました。

　加須市の北川辺地区で８月４日より「あきたこまち」の稲刈りが始ま
りました。
　大曽営農組合は８月５日、「あきたこまち」3.8㌶の刈り取りを行い
ました。
　スタッフ10人が分担して６条刈りのコンバイン２台を使用し作業し
ているので、効率よく刈り取りができます。
　今年の７月の平均気温は観測史上最も暑く、同組合は水管理や追肥作
業に追われました。
　同組合の大谷寿男代表は「『あきたこまち』は品質よく出来上がった。
この酷暑で『コシヒカリ』の高温障害が心配」と多品種を栽培する苦労
を語り「今年は早い段階で米の価格が上がり、嬉しい反面不安もある」
と話しています。

　ＪＡほくさい管内で、７月20日から８月20日まで水稲ほ場でイネ
カメムシの防除作業を行いました。
　北川辺地区、大利根地区、騎西地区では以前から生産協議会などが
イネカメムシの防除を行っていましたが、近年のイネカメムシの大量
発生を受け、ＪＡでも今年から川里、羽生、加須地区に範囲を広げま
した。
　ＪＡに防除を依頼した羽生市の飯田耕一さんは「効果はあったと思
うが、必要な場合は追加で防除したい。ＪＡには、品種や作付け時期
で防除の回数を増やすなど検討してほしい」と話しています。

　行田市で、能登半島地震の被災地を応援する田んぼアー
トが見頃を迎えました。
　同市とＪＡほくさいなどで構成する協議会が主催。
　2.8㌶のほ場に、石川県能登地方の伝統行事「キリコ祭り」
が描かれています。
　６月８、９日の２日間でボランティアら約800人が、「彩
のかがやき」の他、３品種を手植えしました。
　隣接する高さ50㍍の展望台から全体を見ることができま
す。
　展望台入場料の一部は、復興支援に寄付されます。
　この機会に、行田市に足を運んでみてはいかがでしょうか。

ＪＡ女性部騎西中央支部が活発に活動

「あきたこまち」収穫スタート

各地区でカメムシ防除

行田市の田んぼアートが見頃

ホウ酸団子を作る藤井部長㊨と
女性部員の皆さん

コンバインで「あきたこまち」を
刈り取る同組合の組合員

防除前の稲に付く
イネカメムシ

（羽生市のほ場で）

無人ヘリによる
カメムシ防除

（加須市北川辺地区で）

見頃を迎えた行田市の田んぼアート　　　写真提供：行田市

当組合ホームページでは、ニュースストーリー（８頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。
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　ＪＡ女性部羽生支部は７月10日に、ＪＡ本店で、県産小麦「あやひかり」を
使ったうどん打ちの体験をしました。参加者は11人。
　うどん打ち歴70年の羽生市の小菅一宜さんを講師に招き、うどんを捏ね、足
で踏み、延ばして切る作業を行いました。茹でたてのうどんを試食し、部員は舌
鼓を打っていました。
　同部の落合ハツ子副部長は「あやひかりを女性部でＰＲしていきたい」と話し
ます。

　ＪＡは７月13日に各農産物直売所で、トウモロコシ祭りを開催しました。
　店頭では、焼きトウモロコシを販売し、焦がした醤油の香りに誘われた利用者が焼きトウモ
ロコシを頬張り、舌鼓を打っていました。店内でも「ゴールドラッシュ」を販売しました。
　この日は、全店舗で約1,400人の来店がありました。
　好評につき第２弾として、８月10日と12日にも各店舗で開催しました。

　ＪＡは７月27日に、加須市の加須市市民プラザかぞで「夏休み親子料理教室」
を開催しました。
　参加者は６家族12人。
　ＪＡ女性部の長谷川タマ子部長が講師となり、「カラフル押し寿司」、「黒米の
押し寿司」、「パンナコッタ」の３品を作りました。
　参加した親子は「海老やホウレン草を使った押しずしは彩も良く食が進む」と
話していました。

　ＪＡは７月30日に、花咲徳栄高校を訪れ、第106
回全国高等学校野球選手権大会に出場する野球部に

「彩のきずな」120㌔を贈り激励しました。
　大塚宏組合長は「たくさん食べてきずなパワーで日
本一を目指してください」とエールを贈りました。
　生田目奏主将は「甲子園で徳栄野球を一試合でも多
く観てもらえるように一戦必勝で頑張ります」と力を
込めました。

　北埼玉スマート農業研究会は７月19日に、
千葉県柏市の㈱柏染谷農場と、茨城県つくば
みらい市の井関農機（株）夢ある農業総合研
究所を視察しました。参加者は30人。
　㈱柏染谷農場では、主に水稲ほ場の現地視
察と令和４年に新設した乾燥調製施設を見学
しました。井関農機㈱では、最新の農機具を
ＶＲ（仮想現実）で乗車する体験や、スマー
ト農業技術について学びました。

羽生女性部がうどん打ち体験

各直売所でトウモロコシ祭り開催

夏休み親子料理教室開催

花咲徳栄野球部へ「彩のきずな」寄贈

北埼玉スマート農業研究会が県外研修

当組合ホームページでは、ニュースストーリー（８頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

うどんを捏ねる小菅さん㊧と
落合副部長

料理を作る親子

騎西農産物直売所の店頭で焼きたてのトウモロコシを頬張る利用者とＪＡ営農支援課渡辺昌美課長㊨

夏の甲子園出場を決めた花咲徳栄高校野球部に「彩のきずな」を贈呈
左からＪＡ蓮見浩明専務、青野隆太郎捕手、上原堆我投手、

生田目主将、大塚組合長、花咲徳栄高校関正一校長

㈱柏染谷農場のほ場前で、同農場染谷茂代表（前列右から４番目）と
同研究会新井健一会長（前列右から5番目）と会員の皆さん
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（８頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　ＪＡ年金友の会は７月11日に、栃木県のプレステージカントリー
クラブで第12回ゴルフ大会を開催しました。
　会員相互の親睦と健康増進が目的で、93人が参加しました。
　表彰式では同会の箱島登会長が「日頃の年金友の会事業へのご協力
に感謝致します。今後もゴルフを通じ会員相互の親睦と健康維持に努
めましょう」と挨拶しました。
　優勝は大利根中央支店管内の伍井満さんです。
　伍井さんは「楽しくプレーできました。優勝できて嬉しいです」と
喜びを語りました。

　羽生市秀安の島村茂男さんの自宅庭先に十数年に一度開花するといわれ
る竜舌蘭の花が咲きました。竜舌蘭はメキシコ原産の多肉植物で、根本の
葉が長くて厚くその形が「竜の舌」を思わせることから名付けられました。
　島村さんが12歳の中学１年生の時に友人から譲り受け、茗

みょう
荷
が

大だった
株を庭先に植えました。　
　今年の５月中旬に茎が伸び始めていることに気付き、観察を続けたとこ
ろ、６月４日には２階立ての納屋を超える高さになり７月18日に開花しました。開花まで60年かかりました。
　島村さんは「自身も辰年生まれで、辰年の今年花が咲いたことは感慨深い。生きているうちに花が観られてよかった」
と笑顔を見せました。

　ＪＡ年金友の会北川辺支部は７月５日に、加須市の小野袋ゲー
トボール場で、ＪＡ年金友の会ゲートボール大会を開催しました。
２チーム13人が参加しました。
　同会北川辺支部の石川文男支部長は「暑いので、無理せずプレ
ーしてください」と挨拶しました。
　猛暑の中、参加者はお互いに気を遣いながら和気あいあいとプ
レーを楽しんでいました。
　優勝は第八区Ａチーム。参加者は「同伴のみなさんのおかげで
楽しくプレーできました。来年も参加したい」と話していました。

　７月８日から９日の２日間、北川辺農産物加工研究会は、日頃の活動協力
の感謝と慰安を兼ね、愛知県カクキュー八丁味噌の郷を視察し研修をしまし
た。８人の会員が参加しました。
　会員は味噌製造工程の説明を聴き、たまりについて質問するなど熱心に学
んでいました。
　同会の狩野ヒロ子会長は「皆さんのおかげで無事研修旅行ができました。
事故もなく帰ってこれたことに感謝します」と話していました。

ＪＡ年金友の会ゴルフ大会

60年目に竜
りゅう

舌
ぜつ

蘭
らん

が開花

ＪＡ年金友の会北川辺支部がゲートボール大会開催

北川辺農産物加工研究会が県外研修

表彰式にて入賞した皆さん
左から箱島会長、優勝した伍井さん、
準優勝の大澤邦夫さん（行田中央支店管内）、
３位の渡辺清さん（北川辺支店管内）

優勝した第八区Ａチームの皆さん
左から小倉節子さん、中野日出子さん、橋本悦子さん、
中野恵子さん、多田ふきさん

狩野会長（後列㊥）と同加工研究会の皆さん

　７月９日に加須市中種足の福田則雄さんのほ場で、１房から３本の子実が生えたトウモロコ
シが見つかりました。
　品種はゴールドラッシュです。
　福田さんは「ふくらみが大きかったので、剥いたら３本なっていた。このようなトウモロコ
シを収穫するのは初めて」と驚いていました。
　このような状態を複房（ふくぼう）と言います。原因は定かではありませんが、窒素過多（メ
タボ）や発芽期の高温によるストレスなどが考えられます。

１房に３本実ったトウモロコシ発見

竜舌蘭全体（左）と
花（上）

１房に３本実ったトウモロコシ
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（８頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　ＪＡは８月３日に、加須市のむさしの村さくらほーるで、ＪＡほくさい夏の婚活交流会を開催しました。
　参加者は男性17人、女性12人。
　自己紹介のあと、スイーツバイキングを楽しみながらのトークタイムでは、積極的に語り合い、盛り上がっていま
した。
　カップル成立は２組でした。

ＪＡ共済連埼玉県本部の地域・農業活性化積立金を活用
し、地域活性化と食農教育を目的にＪＡほくさいは以下
の活動を行いました。

　ＪＡは７月27日に、加須市の遊園地・農業体験施設むさしの村で、管内の消費者を対
象に今回で５回目となる「収穫体験」ドライブラリーを開催しました。参加者は10組39人。
　参加者は同ＪＡ管内の農産物直売所で買い物をした後、むさしの村でブルーベリー狩り
と、枝豆やナス、オクラなどの夏野菜の収穫を家族や仲間で楽しみました。
　参加した親子は、「枝豆を引きぬくのが大変だった」と話していました。
　ＪＡ営農支援課渡辺昌美課長は、「ドライブラリーは、ＪＡ農産物直売所やＪＡの取り
組みを一般消費者に知ってもらう良い機会。今後もイベントを企画し地域活性化につなげ
たい」と話しています。

　ＪＡは７月26日ＪＡ本店で、子ども食堂を営む、すくすく広場他５団体に、８月１日
に行田中央支店で行田市社会福祉協議会に、地元で採れた大玉と小玉のスイカあわせて約
70個を寄贈しました。子ども食堂などをとおして、子どもら350人に配布されました。
７月29日には羽生の杜と、子ども食堂のびのびに梨を50㌔寄贈し、子どもら70人に振舞
われました。
　大澤治雄常務は「子ども達に地元で採れた果実を味わって、喜んでもらいたい」と話し
ています。

　北埼玉地区少年野球連絡協議会は７月27日、
28日と８月３日、トーナメント戦で行われる
第53回北埼玉地区少年野球大会を、羽生市羽
生中央公園野球場で開き、12チームが熱戦を
繰広げました。
　ＪＡは大会に協賛し、参加賞のＪＡオリジナ
ルパックごはん「ＪＡほくさいのごはん」24
㌜（１㌜/12個）と、盾・メダルを寄贈しまし
た。
　ＪＡ野球部も敢闘賞のトロフィーを贈りました。
　Ｍ２ツイスターズの選手らは「チーム一丸となって頑張る」と意気込みを語りました。
　今大会は、　騎西少年野球クラブが優勝しました。
　おめでとうございます。

婚活交流会開催

ドライブラリー収穫体験

子ども食堂等に梨とスイカを寄贈　

少年野球大会に協賛

枝豆を収穫する参加者

盾とメダル、トロフィー

「ＪＡほくさいのごはん」を手にする
Ｍ2ツイスターズの選手と蓮見浩明専務

スイカを贈呈する大澤常務㊧と、
羽生の杜 田村理事長㊥、
すくすく広場 戸恒専務
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酒巻古墳群
酒巻会館：行田市酒巻1492-1

行田市郷土博物館：行田市本丸17-23

ＪＡほくさい
農業機械展示会を

 加須中央支店で開催

かぞ 通 信
各地区の編集委員が自慢の人・モノ・場所を
ご紹介します。
今回は加須地区です。
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帽
子
の
会
釈
雲
の
峰　
　
　
　

騎　

西　

持
塚　

悦
夫

老
い
て
な
ほ
プ
ラ
イ
ド
高
き
大
暑
か
な　
　

川　

里　

黒
巣　

友
子

世
話
好
き
の
女
将
の
隠
す
胡
瓜
も
み　
　
　

行　

田　

荻
原　

増
夫

男
振
り
競
う
太
鼓
や
夏
祭
り　
　
　
　
　
　

羽　

生　

五
月
女
文
子

山
清
水
浮
き
葉
も
騒
ぐ
速
さ
か
な　
　
　
　

川　

里　

木
暮　

浅
代

身
の
程
の
夫
と
の
夕
餉
冷
奴　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

井
上
美
智
子

猫
怖
い
と
泣
く
児
蛙
可
愛
い
と　
　
　
　
　

加　

須　

野
中　

栄
子

バ
イ
パ
ス
に
亀
の
冒
険
秋
出
水　
　
　
　
　

行　

田　

須
加　

信
子

女
生
徒
に
お
付
き
合
い
し
て
赤
い
羽
根　
　

羽　

生　

長
瀬　

三
男

図
書
館
の
避
暑
や
朝
刊
読
み
比
べ　
　
　
　

騎　

西　

泉
津
井　

清

開
く
音
聴
こ
え
る
よ
う
な
古
代
蓮　
　
　
　

行　

田　

荒
井　

王
子

母
ち
ゃ
ん
の
膝
は
ゆ
り
か
ご
秋
の
宵　
　
　
　

〃　
　

永
沼
規
美
雄

一
服
や
色
な
き
風
の
吹
く
畑　
　
　
　
　
　

羽　

生　

木
本　

政
秋

盆
帰
省
生
家
の
風
を
褒
め
に
け
り　
　
　
　
　

〃　
　

樋
口
登
美
子

夕
虹
や
山
椒
た
っ
ぷ
り
う
な
ぎ
重　
　
　
　

騎　

西　

田
沼　

絹
子

あ
じ
さ
い
や
老
ゆ
る
暇
な
く
丸
く
な
り　
　

加　

須　

松
永　

喜
芳

街
並
み
や
鉄
塔
よ
り
も
映
え
る
虹　
　
　
　
　

〃　
　

田
島　

許
子

光
明
寺
山
門
過
ぎ
れ
ば
古
墳
初
夏　
　
　
　

羽　

生　

平
井　

昭
政

青
田
風
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
除
草
剤　
　
　
　
　

〃　
　

多
田
千
代
子

応
援
歌
朱
色
に
咲
く
鳳
仙
花　
　
　
　
　
　

行　

田　

生
田
さ
な
え

す
が
す
が
し
台
風
の
後
月
清
し　
　
　
　
　

羽　

生　

岡
田　

健
一

孫
と
二
人
づ
れ
東
北
訛
り
の
暖
か
さ　
　
　

加　

須　

内
田
喜
代
子

※
11
月
号
へ
の
投
句
は
、
９
月
26
日
（
必
着
）
ま
で
に
、

〒
３
４
８-

８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
支
援
課
（
住
所
不
要
）

宛
て
に
お
願
い
し
ま
す
。

応
募
資
格
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管
内
に
お
住
い
の
方
。
誌
面
等
の
都
合

に
よ
り
投
句
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
の
句
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
句
は
折
原
歩
留
先
生
の
手
直
し
を
経
て
、
掲
載
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

滴
り
て
石
も
佛
と
な
る
札
所　
　
　
　
　
　
　

北
川
辺　

江
田
尚
可
子

（
評
）滴
り
と
は
崖
や
巨
岩
な
ど
か
ら
点
滴
の
様
に
落
ち
る
水
の
事
。
そ
の

滴
り
が
石
に
落
ち
る
と
佛
に
な
る
と
言
う
。
札
所
だ
け
に
何
と
な
く
納
得

さ
せ
ら
れ
る
。

　ＪＡほくさいは７月27日に、ＪＡ加須中央支店で農業機械展示
会を開き、220名にご来場いただきました。
　農業用ドローンや直進アシスト機能の付いた田植え機など多彩な
農機具を展示した他、生産者の声を反映し、ＪＡ全農埼玉県本部が
発売した共同購入コンバインもＰＲしました。
　農業機械の購入を検討される方のために、ＪＡ農機ハウスローン
相談コーナーも設けました。
　また、ＪＡ女性部加須中央支部はとん平焼きと紅白おむすびを、
ＪＡ青年部は焼きトウモロコシを販売し、展示会を盛り上げました。
　ＪＡ女性部加須中央支部は売り上げの一部（10,000円）を、加
須市の「加須市子育て応援フードパン
トリー連絡会」に寄付しました。
　ＪＡほくさい女性部加須中央支部儘
田光子部長は「今回、女性部として参
加いたしましたが用意した商品が完売
するほどの大盛況で、部員の皆さんも
喜んでいました。農業機械展示会への
女性部・青年部の参加は、初の試みと
伺いましたが、貢献出来てよかった」
と話しています。
　今後も各地域で、ＪＡほくさい農業
機械展示会を開催していきますので、
よろしくお願い申し上げます。

ＪＡ女性部加須
中央支部が、と
ん平焼きと紅白
おにぎりを販売 ＪＡ青年部が

焼きトウモロコシを販売

展示会の様子

�



JAほくさい顧問弁護士
弁護士法人 長島法律事務所
弁護士  長島佑享氏

法
律
相
談

＆

Ａ

Ｑ

②
家
族
と
関
係
悪
化
で
祭
祀
財
産
は
引
き
継
げ
る
？

―�

被
相
続
人
の
所
有
物
か
否
か
検
討
が
必
要

①
父
の
相
続
の
不
公
平
を
母
の
相
続
で
調
整
？

―�

約
束
は
無
効
、
代
償
金
な
ど
確
保
を

父
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
相

続
人
で
あ
る
母
、
長
男
A
、
次

男
B
が
遺
産
分
割
協
議
を
し
て

い
ま
す
。
A
は
、
母
が
住
む
土

地
建
物
は
母
が
取
得
し
、
そ
れ

以
外
の
不
動
産
は
全
部
A
が
取

得
し
た
い
と
主
張
し
て
い
ま

す
。
B
は
、
母
の
相
続
の
際
に

母
の
住
む
土
地
建
物
を
B
が
取

得
す
る
こ
と
を
A
が
約
束
し
て

く
れ
る
な
ら
ば
、
A
の
提
案
通

り
に
分
割
し
て
も
良
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
約
束

は
、
母
の
遺
産
分
割
の
と
き
に

考
慮
し
て
も
ら
え
ま
す
か
。

父
が
亡
く
な
り
、
相
続
人
は

母
、
長
男
の
私
、
次
男
で
す
。

父
の
家
系
で
は
先
祖
代
々
長
男

が
墓
を
継
い
で
き
た
の
で
，
私

も
父
か
ら
引
き
継
ぎ
墓
を
管
理

し
、
喪
主
と
し
て
葬
儀
を
し
，

母
の
自
宅
に
あ
る
仏
壇
前
で
28

年
間
父
の
た
め
に
法
要
を
主
宰

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
最
近

母
や
次
男
と
折
り
合
い
が
悪
く

な
り
、
今
後
の
法
要
の
開
催
を

拒
否
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
母
ら

に
祭
祀
（
さ
い
し
）
財
産
を
渡

し
て
ほ
し
い
と
言
っ
た
と
こ

ろ
，「
仏
壇
は
渡
す
が
、
位
牌
と

お
鈴
は
母
が
買
っ
た
物
」
と
言

わ
れ
断
ら
れ
ま
し
た
。
父
の
位

牌
と
お
鈴
を
渡
し
て
も
ら
え
ま

す
か
。

祭
祀
財
産
と
は
、
系
譜
、
祭
具
、

墳
墓
で
す
。
系
譜
と
は
、
歴
代
の

家
長
を
中
心
と
し
て
祖
先
以
来
の

家
系
を
示
す
も
の
、
祭
具
と
は
祖

先
の
祭
祀
、
礼
拝
の
用
に
供
さ
れ

る
も
の
、
墳
墓
と
は
遺
体
や
遺
骨

を
葬
っ
て
い
る
設
備
で
す
。
こ
れ

ら
は
遺
産
分
割
の
対
象
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
を
引
き
継
ぐ
祭

祀
承
継
者
は
、
被
相
続
人
の
指
定

や
慣
習
に
従
っ
て
、
そ
れ
ら
が
明

ら
か
で
な
い
場
合
に
は
家
庭
裁
判

所
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
ま
す
（
民

法
8
9
7
条
）。

あ
な
た
が
求
め
て
い
る
も
の
は

位
牌
や
お
鈴
で
す
か
ら
祭
具
に
当

た
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
あ
な

た
が
祭
祀
承
継
者
で
あ
れ
ば
そ
れ

ら
を
引
き
継
げ
る
こ
と
に
な
り
そ

う
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
位
牌

や
お
鈴
が
、
被
相
続
人
の
死
亡
後

に
購
入
さ
れ
た
物
で
あ
っ
て
、
被

相
続
人
が
所
有
し
て
い
た
物
で
な

い
場
合
に
は
、
祭
祀
承
継
者
に
指

定
さ
れ
た
者
で
あ
っ
て
も
被
相
続

人
か
ら
そ
れ
ら
の
祭
祀
財
産
引
き

継
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
（
東
京

高
等
裁
判
所
決
定
平
成
31
年
３
月

19
日
）。

し
た
が
っ
て
、
あ
な
た
は
祭
祀

承
継
者
で
あ
っ
て
も
、
引
き
継
ぐ

こ
と
が
で
き
る
祭
祀
財
産
は
、
被

相
続
人
で
あ
る
父
が
所
有
し
て
い

た
物
に
限
ら
れ
ま
す
。
父
以
外
の

者
の
所
有
物
は
，
た
と
え
仏
壇
の

中
に
あ
っ
た
と
し
て
も
引
き
渡
し

て
も
ら
え
な
い
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

①

②

①

②

本
問
の
よ
う
に
、
父
の
遺
産
分

割
に
お
け
る
不
公
平
を
、
将
来
生

じ
る
母
の
遺
産
分
割
の
際
に
調
整

し
よ
う
と
す
る
ケ
ー
ス
が
と
き
ど

き
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
父
の
遺
産
分
割
と
母

の
遺
産
分
割
は
別
事
件
で
あ
り
ま

す
し
、
そ
も
そ
も
遺
産
分
割
協
議

は
相
続
の
開
始
後
、
つ
ま
り
被
相

続
人
が
亡
く
な
っ
た
後
に
行
う
べ

き
こ
と
で
あ
っ
て
、
被
相
続
人
の

存
命
中
に
し
た
遺
産
分
割
協
議
は

無
効
と
な
り
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

母
の
存
命
中
に
そ
の
よ
う
な
約
束

を
し
て
も
、
母
の
遺
産
分
割
の
際

に
考
慮
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
。
し
か
も
、
母
は
亡
夫
か

ら
取
得
し
た
土
地
建
物
を
売
却
、

贈
与
、
遺
贈
な
ど
自
由
に
処
分
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、
母
の

死
亡
時
に
遺
産
と
し
て
残
存
す
る

か
も
不
確
実
で
す
。B
と
し
て
は
、

父
の
遺
産
分
割
協
議
の
中
で
遺
産

の
一
部
を
取
得
す
る
か
、
A
か
ら

代
償
金
の
支
払
を
受
け
る
方
法
で

解
決
す
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

B
が
、A
と
こ
の
約
束
を
結
び
、

同
約
束
の
履
行
を
確
実
な
も
の
と

し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
母
が
住
む

土
地
建
物
に
つ
き
母
と
死
因
贈
与

契
約
を
結
ん
で
、
同
土
地
建
物
に

つ
い
て
死
因
贈
与
を
原
因
と
す
る

所
有
権
移
転
仮
登
記
を
設
定
し
て

お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

そ
う
す
れ
ば
B
は
、
母
が
死
亡

し
た
後
、
母
の
相
続
人
に
対
し
て

仮
登
記
に
つ
き
本
登
記
を
請
求
し

て
、
B
名
義
に
本
登
記
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

�



二重マスの文字を
Ａ〜Ｅの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
９
月
２
日
は
―
―
の
日
。
ハ
ズ
レ

く
じ
対
象
の
抽
選
も
あ
り
ま
す

❷
ド
ミ
ソ
と
か
ド
フ
ァ
ラ
と
か

❸
握
り
ず
し
を
数
え
る
と
き
に
使
う

言
葉

❹
ミ
ョ
ウ
ガ
は
こ
の
部
分
や
若
い
茎

を
食
べ
ま
す

❻
前
身
は
江
戸
で
す

❽
敬
老
の
日
に
―
―
へ
日
本
酒
を

贈
っ
た

❿
素
晴
ら
し
い
考
え
の
こ
と

⓬
南
の
島
に
似
合
う
植
物

⓮
―
―
手
振
り
を
交
え
て
説
明
し
た

⓰
急
須
の
お
茶
を
注
ぎ
ま
す

⓲
ノ
ブ
を
持
っ
て
あ
け
ま
す

〈
応
募
の
方
法
〉

・�

ハ
ガ
キ
に
答
え
、
住
所
、
氏
名
、

年
令
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

〒
３
４
８
ー
８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ

く
さ
い
営
農
支
援
課
宛
送
付
（
住

所
の
記
入
は
不
要
で
す
）、
ま
た

は
各
支
店
・
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ご
応

募
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管
内
（
行
田

市
・
鴻
巣
市
川
里
地
区
・
羽
生

市
・
加
須
市
）
に
お
住
ま
い
の
方

に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・�

応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ

さ
い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

・�

締
切
は
令
和
６
年
９
月
末
日
到
着

分
ま
で
。

・�

正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を

お
贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応

募
用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び

ご
意
見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用

い
た
し
ま
せ
ん
）

〈
８
月
号
の
答
〉

　

ト
コ
ロ
テ
ン

タ
テ
の
カ
ギ

❶
わ
ら
な
ど
で
編
ん
で
米
や
炭
を
詰

め
ま
す

❸
「
」
や
（
）
の
こ
と

❺
長
く
連
れ
添
っ
た
夫
婦
は
似
て
く

る
と
か

❻
ア
キ
ア
カ
ネ
、
オ
ニ
ヤ
ン
マ
と
い

え
ば

❼
か
ら
す
み
は
ボ
ラ
な
ど
の
―
―
を

加
工
し
た
も
の
で
す

❾
食
パ
ン
の
ふ
ち
の
部
分

⓫
筒
に
強
く
息
を
送
り
込
ん
で
矢
を

飛
ば
し
ま
す

⓭
派
手
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん

⓯
明
日
の
授
業
に
備
え
て
―
―
を
し

た⓱
房
で
売
ら
れ
る
果
物

⓳
神
の
起
こ
し
た
洪
水
を
箱
舟
で
乗

り
越
え
ま
し
た

⓴
天
竺
牡
丹
（
て
ん
じ
く
ぼ
た
ん
）

と
も
呼
ば
れ
る
キ
ク
科
の
花

㉑
一
時
的
に
寝
る
こ
と

　
９
月
９
日
は
重
陽
（
ち
ょ
う
よ
う
）
の
節
句
で
す
。
も
と
も
と
節

句
と
は
季
節
の
変
わ
り
目
（
節
目
）
と
な
り
、
年
に
５
回
あ
る
こ
と

か
ら
五
節
句
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
重
陽
の
節
句
で
は
、
季
節
の

花
で
あ
る
菊
を
お
酒
に
浮
か
べ
、
栗
ご
飯
を
食
べ
て
不
老
長
寿
を

願
っ
た
そ
う
で
す
。

　
今
で
は
一
番
影
の
薄
い
節
句
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
五

節
句
の
最
後
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
も
う
一
度
体
調
管
理
に
気
を

付
け
て
過
ご
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
 

Ｔ
・
Ｎ

編
集
後
記

☆
７
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。

　
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
加
藤
　
君
子
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
前
原
　
貴
子
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
佐
々
木
道
子
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
小
熊
　
充
代
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
田
沼
　
常
代
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
小
森
谷
一
子
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
渡
辺
　
利
子
さ
ま
（
北
川
辺
）

☆
遠
藤
真
由
美
さ
ま
（
大
利
根
）

�
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